
〔 研 究 領 域 〕 日本食（日本型の食事パターン）の評価手法の策定及び健康増進効果との関連性に関する
研究開発

〔研究代表機関〕国立大学法人東北大学大学院・医学系研究科
〔参画研究機関〕国立大学法人東北大学、国立大学法人京都大学、公立大学法人岡山県立大学、国立研究開発

法人理化学研究所、国立大学法人九州大学、学校法人慶應義塾 慶應義塾大学、国立研究開
発法人国立長寿医療研究センター

（協力機関）株式会社マーケティング・リサーチ・サービス、合同会社五穀豊穣、味の素株式会社、株式
会社八重洲ライフ

「知」の集積と活用の場による革新的技術創造促進事業
（異分野融合発展研究）

世界の健康に貢献する日本食パターンの評価方法の確立とその応用に関する研究

最新の医学・食品栄養学等の観点からの「健康的日本食」の定義・スコア化、および科
学的エビデンスの蓄積を目的として、①日本食の有益性の解明・指標化（スコア化）、
②日本食の有益性に関してのエビデンス蓄積、③日本食スコアの普及活動を実施する。

問い合わせ先：国立大学法人東北大学大学院・医学系研究科 TEL：022-717-8120

日本食スコアの確立

日本食スコアの実証

日本食スコアの活用や応用

すでに発表している日本食インデックススコアをさらに
改良し、より精度を高め、健康増進に寄与できるものに
する。

改訂版日本食スコアに関して、動物試験や既存のヒト
疫学データを用いた検証により実証する。

日本食スコアを活用したヒト介入試験

改訂版日本食スコアを活用し、社会実装を促進する。専門家へ
の啓蒙、学校での食育活動、海外での普及活動、商品開発を行
う。

改訂版日本食スコアを活用した食事が健康指標に与え
る影響を検証するため、被験者をランダムに２群に分け
たヒト介入試験を行う。

国産農林水産物の輸出強化
日本食の海外進出

日本の食文化への貢献
日本食による健康増進
国民医療費の低減・ＱＯＬの向上
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